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ＭＣＮ経営漫談コラム 「『四字熟語』で考える経営戦略」シリーズ Y-01 

はじめに 
企業経営漫談士 岡野実空 

          

２０１７年２月から MCN ホームページに毎週連載してきた『三々な経営』は、２０１９年６月の１５０号をもって一旦終了し

ました。またその後、各社で行った報告会の感想も同欄に掲載しています。さらにその折に皆さまからご要望のあった項目に

ついては、続編として適宜、追加掲載していくことをご案内させていただきました。今後も経営の「事典」「辞書」としてご活用

ください。 

さて今回は、新たな連載のご案内です。その主題は、『四字熟語』で考える経営戦略。「３」の権化・日本 IBM 元社長の

北城恪太郎氏からは「四の五の言うな！」と叱られそうですが、「三々」と並行して経営戦略やその要素に関する４文字の熟

語を考え続け、早３０年になります。その数もついに３桁に到達しましたので、今回はその中から２０を厳選し、以下の枠組み

でご紹介していきます。既存のものに便乗した熟語も多く、「創作」というには気が引けますが、前シリーズ同様、閉塞する我

が国企業の現状を打破するために、皆さんの戦略思考の一助となれば幸いです。 

その１： 『四字熟語』の利点 
 

『四字熟語』の長所は、まず何といってもその「おさまり」の

良さ。表意文字である漢字は、当然のことながら、単独より

複数の方がより的確に意思表示できます。「熟語」はその好

例ですが、その前に「四字」という制約が置かれると、実に明

確なイメージが浮かびます。実際、現在の「一帯一路」に至

るまで、そのご本家で『四字熟語』が使われ続けていることは、

漢字圏の社会で、それが社会的な標語として最適であるこ

との証といえるでしょう。 

また元々「四角」張った形が多い漢字は、偶数の組み合

せが最適。３や５という奇数より、２や４で安定感を感じます。

しかし６以上になると、私たちの記憶の限界に近づきますの

で、簡潔な「四字」が最適という結論が導かれます。さらに、

４文字といっても、２文字×２の組み合せが圧倒的に多いと

いう事実は、「３」の限界を超えているようで、実はその要件

を満たしている点として見逃せません。 

そして『四字熟語』の「おさまり」の良し悪しは、情報の送り

手と受け手の双方が「爽快さ」を感じるか否か。また経営漫

談の一環である以上、そこに「愉快」が加われば最高です。 

その２： 「経営戦略」を考える枠組み 
 

今回のシリーズでは、「経営戦略」を考えるために、それを

「四方」から制約し、非凡な思考を促す４つの要素（上図参

照）を考えます。まずは「外部環境」「内部環境」という社内

外の経営環境。続いてはその中で、組織として社会的な役

割を果たすという思いを込めた「経営理念」。そして、それを

絵に描いた餅に終わらせないための、周到な過程や組織を

含む「実践計画」。 

また肝心の「経営戦略」では、それらの要素が見事に統合

され、組織のあるべき姿に向かい、差異化された道筋が明

示された基本設計図として、押さえるべき留意点を確認しま

す。 

さて前置きはこのくらいにして、次号「外部環境」より２つず

つ、各要素２回、計１０回のシリーズとして２０の『四字熟語』

をお届けします。 

今回も、皆さんからの忌憚ないご意見、ご感想をお待ちし

ています。 

２０２０年１月２０日 実空 

 


